



























際していた大学生 126 名（男子 38 名、女子 88 名）を対象に、各調査時点における恋愛行

















































じであっても、誰もが同じ時間をかけているわけではなく、第 1 段階から第 5 段階まで数
週間で済ませる者もいれば、第 1 段階から第 2 段階に進展するまでに数年かける者もいる
と述べている。木原（2006）では、18～24 歳の者のうち、男性 62.7%、女性 51.0%が、交
際開始から 1 ヶ月以内にセックスをしていることが明らかにされている。このことは、青
年の半数以上が、松井（2000）の第 1 段階から第 4 段階までを、1 ヶ月程度で進行してい
ることを示唆している。また、Huston, Surra, Fitzgerald, & Cate（1981）は、交際の進展の速
さにはカップル差があり、結婚が確定するまでの速さをもとに、カップルを、①急進―減
速型交際、②急進型交際、③中間型交際、④長期型交際の 4 タイプに分類している。Hus-













自我発達に関する縦断調査」で得られたデータの一部である。第 1 回調査（Time 1）は、
2010 年 5 月下旬から 6 月下旬に北海道・関東・東海・中部・四国の 4 年制で男女共学の
14 大学に通う 1350 名を対象に調査を実施した。この調査において、「恋人がいる」と回答
した 485 名に縦断調査への協力を求め、318 名が調査協力に同意した。
第 2 回調査（Time 2）は、2010 年 9 月下旬から 10 月下旬に縦断調査への協力に同意した
318 名を対象に郵送で実施し、226 名から返送が得られた（回収率 71.1%）。
第 3 回調査（Time 3）は 2011 年 1 月下旬から 2 月下旬に実施した。第 2 回調査に対し返
送をし、第 3 回調査への協力に同意した 220 名を対象に郵送で実施し、193 名から返送が
得られた（回収率 87.7%）。
本研究では、3 回の調査すべてに回答し、第 1 回調査の時点での恋人と第 3 回調査の時
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点まで交際が継続していた 126 名（男子 38 名、女子 88 名；平均年齢 19.8 歳、標準偏差 1.2
歳）を分析対象者とした。調査対象者の Time 1 の時点での平均交際期間は 13.3 ヶ月（標準





なお、第 2 回調査時点および第 3 回調査時点での経験は、各調査で回答を求めたが、第





まず全体的な傾向を把握するため、恋愛行動項目 26 項目すべての Time 1 から Time 3 ま
での経験率を算出した（図1、表1）。その結果、Time 1 において、「開示行動」では、「友人の
話をした」（94.4%）と最も多く、「子どもの頃の話をした」（87.1%）、「相談した」（84.7%）、





















カテゴリー 項　　目 Time 1 Time 2 Time 3 Time 1からTime 3までの増加量
性的行動 肩をたたいたり、身体に触れたりした 97.6 100.0 100.0 2.4
共行動 デートをした 96.8 100.0 100.0 3.2
性的行動 手を握ったり、腕を組んだりした 95.2 99.2 100.0 4.8
開示行動 友人や勉強の話をした 94.4 97.6 100.0 5.6
共行動 一緒に買い物や映画に行った 92.7 99.2 100.0 7.3
性的行動 キスをした 91.1 96.8 97.6 6.5
性的行動 抱き合った 89.5 96.8 97.6 8.1
開示行動 子どもの頃の話をした 87.1 96.0 98.4 11.3
共行動 プレゼントを贈った/贈られた 85.5 98.4 99.2 13.7
開示行動 相談した 84.7 93.5 100.0 15.3
開示行動 さびしい時に電話やメールをした 84.7 93.5 97.6 12.9
開示行動 個人的な悩みを打ち明けた 81.5 89.5 96.8 15.3
開示行動 恋人として友だちに紹介した 79.0 87.1 95.2 16.2
開示行動 用もないのに電話やメールをした 78.2 89.5 98.4 20.2
性的行動 セックスをした 74.2 84.7 87.9 13.7
開示行動 お互いの将来について話をした 68.5 87.1 96.0 27.5
葛藤行動 口げんか(口論)をした 60.5 74.2 83.1 22.6
共行動 仕事や勉強の手伝いをした 54.8 69.4 81.5 26.7
求婚行動 自分たちの結婚について話をした 51.6 66.9 75.8 24.2
開示行動 恋人として親に紹介した 48.4 61.3 71.0 22.6
共行動 一泊以上の旅行をした 43.5 58.1 71.8 28.3
葛藤行動 別れたいと思った 32.3 42.7 54.8 22.5
求婚行動 結婚の約束をした 21.8 32.3 37.1 15.3
求婚行動 プロポーズした/された 15.3 20.2 27.4 12.1
葛藤行動 暴力をふるった/ふるわれた 10.5 15.3 18.5 8.0
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「結婚相手として親に紹介した」（3.3%）の 9 項目は、増加量が 10%以下であった。このう
ち、前者 7 項目は Time 1 の時点で 90%程度の経験率であったため、10%以上の増加量は生
じない行動である。一方、「暴力をふるった/ふるわれた」は、デート DV の一形態である
と考えられる。艮・小堀（2013）は、大学生における恋人からの身体的暴力の被害経験率


















各群の人数が同程度になるように、Time 1 の時点での交際期間をもとに、交際期間 1～4
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ヶ月（交際初期群：男子 8 名、女子 23 名；全体の 25.2%）、5～10 ヶ月（交際短期群：男子 8 名、
女子 26 名；27.6%）、11～19 ヶ月（交際中期群：男子 10 名、女子 18 名；22.8%）、20 ヶ月以上
（交際長期群：男子 9 名、女子 21 名；24.4%）の 4 群に分け、各群の恋愛行動の進展を検討す
ることとする。
交際初期群の者の恋愛行動の進展 交際初期群の恋愛行動項目 26 項目すべての Time 1 か
ら Time 3 までの経験率を算出した（表 2）。Time 1 では 26 項目中、経験率 90%以上が 4 項
目、70%・80%台が 6 項目、60%台が 3 項目みられた。松井（2000）において第 4 段階と
される「恋人として友だちに紹介した」は Time 1 の時点で 64.5%、「セックスをした」は
58.1%であり、半数以上の者が、交際 1～4 ヶ月以内で第 4 段階の恋愛行動を行っているこ




次に、Time 1 から Time 3 までの約 6 ヶ月間に、各恋愛行動の経験率の増加量を算出した
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カテゴリー 項　　目 Time 1 Time 2 Time 3 Time 1からTime 3までの増加量
性的行動 肩をたたいたり、身体に触れたりした 100.0 100.0 100.0 0.0
共行動 デートをした 100.0 100.0 100.0 0.0
性的行動 手を握ったり、腕を組んだりした 90.3 96.8 100.0 9.7
開示行動 友人や勉強の話をした 96.8 100.0 100.0 3.2
共行動 一緒に買い物や映画に行った 83.9 100.0 100.0 14.1
性的行動 キスをした 80.6 93.5 96.8 16.2
性的行動 抱き合った 74.2 93.5 96.8 22.6
開示行動 子どもの頃の話をした 77.4 100.0 100.0 22.6
共行動 プレゼントを贈った/贈られた 67.7 100.0 100.0 32.3
開示行動 相談した 74.2 96.8 100.0 25.8
開示行動 さびしい時に電話やメールをした 67.7 87.1 96.8 29.1
開示行動 個人的な悩みを打ち明けた 58.1 80.6 90.3 32.2
開示行動 恋人として友だちに紹介した 64.5 83.9 96.8 32.3
開示行動 用もないのに電話やメールをした 71.0 87.1 100.0 29.0
性的行動 セックスをした 58.1 80.6 83.9 25.8
開示行動 お互いの将来について話をした 41.9 77.4 90.3 48.4
葛藤行動 口げんか(口論)をした 48.4 74.2 87.1 38.7
共行動 仕事や勉強の手伝いをした 54.8 77.4 83.9 29.1
求婚行動 自分たちの結婚について話をした 16.1 45.2 61.3 45.2
開示行動 恋人として親に紹介した 22.6 51.6 71.0 48.4
共行動 一泊以上の旅行をした 9.7 41.9 54.8 45.1
葛藤行動 別れたいと思った 12.9 25.8 38.7 25.8
求婚行動 結婚の約束をした 6.5 25.8 29.0 22.5
求婚行動 プロポーズした/された 6.5 16.1 19.4 12.9
葛藤行動 暴力をふるった/ふるわれた 6.5 12.9 16.1 9.6






した」（38.7%）の 4 項目が 30%以上の増加量を示した。
Time 1 の時点で交際期間が 1～4 ヶ月であるということは、Time 3 の時点で交際期間は 7
～10 ヶ月になっている。1 年に満たない期間のうちに、26 項目中 21 項目が経験率 50%を




交際短期群の恋愛行動の進展 交際短期群の恋愛行動項目 26 項目すべての Time 1 から
Time 3 までの経験率を算出した（表 3）。26 項目中 16 項目が、Time 1 の時点で経験率 70%
を越えており、交際初期群では Time 1 の時点で 20%前後の経験率であった「自分たちの結
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カテゴリー 項　　目 Time 1 Time 2 Time 3 Time 1からTime 3までの増加量
性的行動 肩をたたいたり，身体に触れたりした 91.2 100.0 100.0 8.8
共行動 デートをした 91.2 100.0 100.0 8.8
性的行動 手を握ったり，腕を組んだりした 91.2 100.0 100.0 8.8
開示行動 友人や勉強の話をした 88.2 97.1 100.0 11.8
共行動 一緒に買い物や映画に行った 91.2 100.0 100.0 8.8
性的行動 キスをした 88.2 94.1 94.1 11.8
性的行動 抱き合った 88.2 94.1 94.1 5.9
開示行動 子どもの頃の話をした 85.3 97.1 100.0 14.7
共行動 プレゼントを贈った/贈られた 85.3 97.1 100.0 14.7
開示行動 相談した 85.3 97.1 100.0 14.7
開示行動 さびしい時に電話やメールをした 82.4 97.1 100.0 17.6
開示行動 個人的な悩みを打ち明けた 82.4 91.2 97.1 14.7
開示行動 恋人として友だちに紹介した 79.4 88.2 94.1 14.7
開示行動 用もないのに電話やメールをした 79.4 97.1 100.0 20.6
性的行動 セックスをした 73.5 85.3 88.2 14.7
開示行動 お互いの将来について話をした 76.5 91.2 100.0 23.5
葛藤行動 口げんか(口論)をした 44.1 61.8 73.5 29.4
共行動 仕事や勉強の手伝いをした 41.2 58.8 73.5 32.3
求婚行動 自分たちの結婚について話をした 50.0 64.7 76.5 26.5
開示行動 恋人として親に紹介した 50.0 55.9 61.8 11.8
共行動 一泊以上の旅行をした 47.1 64.7 76.5 29.4
葛藤行動 別れたいと思った 20.6 29.4 44.1 23.5
求婚行動 結婚の約束をした 23.5 32.4 35.3 11.8
求婚行動 プロポーズした/された 11.8 14.7 26.5 14.7
葛藤行動 暴力をふるった/ふるわれた 5.9 11.8 11.8 5.9
求婚行動 結婚相手として親に紹介した 0.0 0.0 2.9 2.9
表3　交際短期群の各時点での恋愛行動経験率
婚について話をした」や「恋人として親に紹介した」が、ともに 50.0%となっていた。
Time 1 から Time 3 までの増加量をみると、交際初期群のように 40%以上の増加量を示し
た項目はみられず、「口げんか（口論）をした」（29.4%）、「仕事や勉強の手伝いをした」
（32.3%）、「一泊以上の旅行をした」（29.4%）の 3 項目が、30%前後の増加量を示した。これ





交際中期群の恋愛行動の進展 交際中期群の恋愛行動項目 26 項目すべての Time 1 から
Time 3 までの経験率を算出した（表 4）。Time 1 の時点で経験率が 70%を越えた項目は、26
項目中 17 項目であり、交際短期群と大きな違いはみられなかった。一方、「口げんか（口




カテゴリー 項　　目 Time 1 Time 2 Time 3 Time 1からTime 3までの増加量
性的行動 肩をたたいたり，身体に触れたりした 100.0 100.0 100.0 0.0
共行動 デートをした 96.4 100.0 100.0 3.6
性的行動 手を握ったり，腕を組んだりした 100.0 100.0 100.0 0.0
開示行動 友人や勉強の話をした 100.0 100.0 100.0 0.0
共行動 一緒に買い物や映画に行った 100.0 100.0 100.0 0.0
性的行動 キスをした 96.4 100.0 100.0 3.6
性的行動 抱き合った 96.4 100.0 100.0 3.6
開示行動 子どもの頃の話をした 96.4 96.4 96.4 0.0
共行動 プレゼントを贈った/贈られた 92.9 100.0 100.0 7.1
開示行動 相談した 92.9 92.9 100.0 7.1
開示行動 さびしい時に電話やメールをした 96.4 96.4 96.4 0.0
開示行動 個人的な悩みを打ち明けた 92.9 92.9 100.0 7.1
開示行動 恋人として友だちに紹介した 78.6 82.1 92.9 14.3
開示行動 用もないのに電話やメールをした 78.6 89.3 96.4 17.8
性的行動 セックスをした 85.7 89.3 92.9 7.2
開示行動 お互いの将来について話をした 78.6 92.9 100.0 21.4
葛藤行動 口げんか(口論)をした 75.0 82.1 85.7 10.7
共行動 仕事や勉強の手伝いをした 64.3 75.0 82.1 17.8
求婚行動 自分たちの結婚について話をした 64.3 75.0 82.1 17.8
開示行動 恋人として親に紹介した 46.4 64.3 71.4 25.0
共行動 一泊以上の旅行をした 50.0 53.6 71.4 21.4
葛藤行動 別れたいと思った 46.4 64.3 71.4 25.0
求婚行動 結婚の約束をした 28.6 35.7 46.4 17.8
求婚行動 プロポーズした/された 17.9 25.0 35.7 17.8
葛藤行動 暴力をふるった/ふるわれた 14.3 21.4 28.6 14.3








Time 1 から Time 3 までの増加量をみても、交際初期群や交際短期群のような 40%台や
30%台の増加はみられず、「恋人として親に紹介した」と「別れたいと思った」が 25.0%の
増加量を示したのが最大であった。交際期間が 1 年半から 2 年と長くなっても、松井
（1990, 2000）の第 4 段階までの恋愛行動の経験率が増加するだけで、求婚行動のような第 5
段階の恋愛行動には至らないことが明らかとなった。
交際長期群の恋愛行動の進展 交際長期群の恋愛行動項目 26 項目すべての Time 1 から
Time 3 までの経験率を算出した（表 5）。Time 1 の時点で経験率が 70%を越えた項目は、26
項目中 19 項目であり、交際短期群（16 項目）や交際中期群（17 項目）と大きな違いはみら
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カテゴリー 項　　目 Time 1 Time 2 Time 3 Time 1からTime 3までの増加量
性的行動 肩をたたいたり，身体に触れたりした 100.0 100.0 100.0 0.0
共行動 デートをした 100.0 100.0 100.0 0.0
性的行動 手を握ったり，腕を組んだりした 100.0 100.0 100.0 0.0
開示行動 友人や勉強の話をした 96.7 96.7 100.0 3.3
共行動 一緒に買い物や映画に行った 96.7 96.7 100.0 3.3
性的行動 キスをした 100.0 100.0 100.0 0.0
性的行動 抱き合った 100.0 100.0 100.0 0.0
開示行動 子どもの頃の話をした 93.3 93.3 96.7 3.4
共行動 プレゼントを贈った/贈られた 96.7 96.7 96.7 0.0
開示行動 相談した 86.7 93.3 100.0 13.3
開示行動 さびしい時に電話やメールをした 96.7 96.7 96.7 0.0
開示行動 個人的な悩みを打ち明けた 93.3 93.3 100.0 6.7
開示行動 恋人として友だちに紹介した 93.3 93.3 96.7 3.4
開示行動 用もないのに電話やメールをした 86.7 86.7 96.7 10.0
性的行動 セックスをした 83.3 86.7 90.0 6.7
開示行動 お互いの将来について話をした 76.7 86.7 93.3 16.6
葛藤行動 口げんか(口論)をした 80.0 83.3 90.0 10.0
共行動 仕事や勉強の手伝いをした 60.0 66.7 86.7 26.7
求婚行動 自分たちの結婚について話をした 80.0 86.7 86.7 6.7
開示行動 恋人として親に紹介した 73.3 73.3 80.0 6.7
共行動 一泊以上の旅行をした 66.7 70.0 83.3 16.6
葛藤行動 別れたいと思った 53.3 56.7 70.0 16.7
求婚行動 結婚の約束をした 30.0 36.7 40.0 10
求婚行動 プロポーズした/された 23.3 23.3 26.7 3.4
葛藤行動 暴力をふるった/ふるわれた 16.7 16.7 20.0 3.3
求婚行動 結婚相手として親に紹介した 10.0 13.3 13.3 3.3
表5　交際長期群の各時点での恋愛行動経験率













これらの結果を統合したものが表 6 である。表 6 では、ある期間に経験率がおおよそ 90%
以上になると考えられる恋愛行動を S クラス、70～90%になると考えられる恋愛行動を A
クラス、50～70%になると考えられる恋愛行動を B クラス、30～50%になると考えられる
行動を C クラス、10～30%になると考えられる行動を D クラス、10%未満であると考えら
れる行動を E クラスとして配置している。ここから以下の 3 点が指摘できる。（1）松井
（1990, 2000）が第 3 段階までに位置づけている恋愛行動や第 4 段階に位置づけている恋愛













































































































































































































Huston, T. L., Surra, C., Fitzgerald, N., & Cate, R.（1981）．From courtship to marriage: mate selection as an inter-
personal process. In S. Duck & R. Gilmour (eds) Personal Relationships 2. Developing Personal Relationships.
London: Academic Press Pp. 53-88.






松井　豊（2000）．恋愛段階の再検討　日本社会心理学会第 41 回大会発表論文集, 92-93.
Swenson, C. H．（1972）．The behavior of love. In H. A. Otto (ed.) Love Today: A New Exploration. New York:
Association Press Pp. 87-101.
艮　香織・小堀尋香 （2013）． デート DV の現状と課題: 大学生を対象とした調査から　宇都宮大学教育
学部紀要 第 1 部, 63, 211-219.




橋本　剛先生（静岡大学） 葉山大地先生（茨城大学大学院） 平石賢二先生（名古屋大学） 伊
田勝憲先生（北海道教育大学釧路校） 西山（加賀谷）薫先生（北星学園大学） 大野　久先生（立教
大学） 小塩真司先生（早稲田大学） 佐藤有耕先生（筑波大学） 鈴木みゆき先生（関東学院大学）
田島充司先生（東京外語大学） 谷川松芳先生（北翔大学） 戸田弘二先生（北海道教育大学札幌校）
戸田まり先生（北海道教育大学札幌校） 宇井美代子先生（玉川大学） 山谷敬三郎先生（北翔大学）
矢野宏光先生（高知大学）
──────────────────［こうさか  やすまさ・和光大学現代人間学部心理教育学科准教授］
2 2 8
大学生の恋愛行動の進展◎髙坂康雅
